横浜市社会福祉審議会　第二回専門分科会　追加資料

平成22年10月19日


ＩＣＴ・コミュニケーションの変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

インターネットの普及
○平成21年末のインターネット利用者数は、平成20年末より317万人増加して9,408万人（対前年比3.5%増）、人口普及率は78.0%（前年から2.7ポイント増）となった。

【参考】インターネットの利用者数及び人口普及率の推移
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（出典）総務省「平成21年通信利用動向調査」

○高齢者（65歳以上）のインターネット利用率は全体に比べると低いが、60～64歳では71.6%と対前年比8.2ポイント増、65～69歳代では58.0％と対前年比20.4ポイント増と、大幅に増加している。
【参考】年齢層別ブロードバンド利用状況　　　　（出典）総務省「平成21年通信利用動向調査」
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ＩＣＴを活用したコミュニケーションの活発化
○総務省の「ソーシャルメディアの利用実態に関する調査研究」（平成22年）によると、ＩＣＴ（情報通信技術）を利用したソーシャルメディアのうち、ブログの利用率は8割近くとなっているほか、動画共有サイト、掲示板やＳＮＳの利用経験率が高くなっている。
【参考】これまでに利用したことのあるソーシャルメディア（性別・世代別）
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○近年絆が薄れてきていると感じる人が、ソーシャルメディアにより「絆が深まった（「非常にあてはまる」と「あてはまる」の合計）」と回答した割合は、ブログやＳＮＳを中心に３～４割存在し、絆を深めるという点において一定の効果が見込まれる。
【参考】ソーシャルメディアによる地縁・血縁・職縁などの絆への影響


（出典）総務省「ソーシャルメディアの利用実態に関する調査研究」（平成22年）

















































































































































































ソーシャルメディアとして、「ブログ」「動画共有サイト」「掲示板」「SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）」「情報共有サイト」「マイクロブログ」「ソーシャルゲーム」「コミュニティ放送」「メタバース」「拡張現実」の10種類を例示し、これまでに利用したことがあるものを複数回答を得た。












